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太
宰
治
「
斜
陽
」

研
究
史
一
小
澤
純

一
九
八

0
年
代
i

八

0
年
代
、
『
斜
陽
』
は
か
つ
て
の
流
行
小
説
と
い
う
位
置
か
ら
自
立
し
現
在
論
じ
る
対
象
と
し
て
読
ま
れ
、
ま
た
改
め
て

同
時
代
の
中
で
の
方
位
を
は
か
る
試
み
が
多
く
な
さ
れ
た
。
そ
の
過
渡
期
と
し
て
、
饗
庭
孝
男
「
『
斜
協
』
太
宰
治
」
（
『
現
代

文
学
』

8
0
.
1
2
)
は
、
太
田
静
子
の
日
記
だ
け
で
な
く
山
崎
富
栄
と
の
関
係
も
創
作
過
程
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
回
想
を
土
台
と
し
た
作
品
と
は
一
線
を
ひ
く
独
自
な
構
造
」
を
見
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
ヘ
の
言
及
に
注
目
し
た
。

ま
た
大
森
郁
之
助
「
『
斜
賜
』
結
尾
の
混
乱
ー
直
治
の
恋
人
の
設
定
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』

8
7
.
2
)
は
、
実
生
活
か
ら
登
場
人
物
の
設
定
に
混
乱
が
生
じ
た
と
い
う
見
解
を
控
え
め
に
「
憶
測
」
と
し
、
あ
え
て
構
成

の
破
綻
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

江
種
満
子
「
『
斜
賜
』
の
女
性
ー
か
ず
子
を
中
心
に
ー
」
（
『
解
釈
と
鑑
買
』

81.10)
は
、
『
斜
賜
』
に
遍
在
す
る
「
「
幸
福
」

感
に
伴
う
「
透
明
」
さ
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
切
り
込
み
、
「
透
明
な
糀
界
は
必
ず
し
も
幸
福
ば
か
り
を
現
わ
す
わ
け
で
は
な
」
＜

「
死
の
祉
界
を
含
」
む
こ
と
を
分
析
し
た
。
そ
れ
は
「
上
原
の
妻
の
聖
祉
子
化
」
ま
で
響
く
が
、
「
お
と
ぎ
話
」
め
い
た
操
作

に
し
か
現
れ
な
い
「
血
の
匂
ひ
の
す
る
生
」
の
幸
福
へ
の
希
求
を
、
江
種
は
鮮
や
か
に
跡
付
け
る
の
で
あ
る
。
社
本
武
「
『
斜

励
』
と
『
斜
賜
H
記』

I
私
小
説
の
変
貌
ー
」
（
『
信
州
白
樺
』

82.10)
は
、
「
夕
頻
日
誌
」
や
「
直
治
の
追
書
」
の
挿
入
に

よ
っ
て
、
「
彼
女
の
理
解
の
外
に
あ
る
直
治
の
内
面
を
え
が
く
こ
と
が
で
き
、
『
斜
陽
』
椛
界
に
お
け
る
〈
生
き
て
い
く
も
の
〉

と
〈
死
に
ゆ
く
も
の
〉
の
対
比
を
、
よ
り
立
体
化
し
」
た
と
論
じ
る
。
千
葉
宣
一
「
『
斜
腸
』
試
論
ー
『
斜
励
日
記
』
の
副
窃

を
め
ぐ
る
問
題
」
（
『
解
釈
と
鑑
質
』

8
8
.
6
)
は
『
斜
楊
日
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
検
証
し
、

K
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
『
文
学
す
る
日
記
』
と
の
影
郷
背
関
係
か
ら
太
田
静
子
の
想
像
力
を
見
出
し
、
モ
デ
ル
問
題
に
一
石
を
投
じ
た
。

八

0
年
代
に
は
、
多
く
執
箪
時
代
の
証
言
や
実
証
的
研
究
が
巣
ま
っ
た
。
津
島
美
知
子
「
三
月
十
日
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』

8
3
.
6
、
講
談
社
文
庫
）
は
、
戦
後
津
島
家
が
没
落
す
る
中
『
斜
賜
』
が
構
想
さ
れ
る
空
気
を
捉
え
、
野
原
一
夫
「
回
想
太

宰
治
」
（
『
新
潮
』

8
0
.
3
)
は
、
太
田
静
子
の
印
象
を
中
心
に
『
斜
協
』
執
箪
時
の
太
宰
の
周
辺
を
詳
し
く
伝
え
た
。
長
篠

康
一
郎
『
太
宰
治
武
蔵
野
心
中
』

(
8
2
.
2
、
広
論
社
）
は
山
崎
富
栄
の
側
か
ら
迫
る
。
井
伏
鱒
二
「
下
曽
我
の
ご
隠
居
」
（
『
新

潮』

8
3
.
6
)
は
、
太
宰
死
後
、
太
田
と
の
『
斜
賜
日
記
』
を
め
ぐ
る
取
り
決
め
の
回
想
で
あ
る
。
浅
田
高
明
「
『
斜
賜
』
を

追
っ
て
」
（
『
太
宰
治
の
「
カ
ル
テ
」
』

8
1
.
1
1
、
文
理
閣
）
・
山
本
費
夫
「
太
宰
治
・
三
戦
時
代
の
足
跡
ー
戦
後
の
仕
事
部
屋

ー
」
（
『
解
釈
』

8
5
.
2
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
斜
陽
』
の
前
半
部
と
後
半
部
が
執
箪
さ
れ
た
現
場
に
訪
れ
、
写
真
や
復
元
図
で

1960 1950 1940 
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太
宰
治
「
斜
陽
」

そ
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
。
相
馬
正
一
『
評
伝
太
宰
治
第
一
―

に
基
づ
き
、
『
斜
賜
日
記
』
出
版
の
経
緯
を
示
す
。

時
代
と
い
え
ば
、
松
本
健
一
『
太
宰
治
と
そ
の
時
代
—
含
羞
の
人
』

(
8
2
.
6
、
第
三
文
明
社
）
は
直
治
を
敗
戦
後
に
復
員

し
て
米
る
「
失
わ
れ
た
憔
代
」
の
代
弁
者
と
し
て
位
置
付
け
、
奥
野
健
男
『
歴
史
の
斜
面
に
立
つ
女
た
ち
』

(
8
5
.
3
、
毎
日

新
聞
社
）
も
、
か
ず
子
ら
を
「
戦
後
女
性
の
原
点
」
と
し
、
「
敗
戦
国
の
日
本
に
お
い
て
、
”
恋
と
革
命
“
に
生
き
る
た
め
、

堂
々
未
婚
の
母
を
、
そ
し
て
私
生
児
の
子
供
の
存
在
を
主
張
し
た
」
先
駆
性
を
評
価
す
る
。
そ
し
て
時
代
と
実
証
の
狭
間
で

問
題
を
提
起
す
る
の
は
、
瀬
戸
内
晴
美
•
前
田
愛
「
『
斜
賜
』
と
太
宰
治
」
（
『
月
刊
カ
ド
カ
ワ
』
8
3
.
9
)で
あ
る
。
瀬
戸
内

は
連
載
第
一
回
目
を
読
ん
だ
と
き
「
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
」
を
受
け
た
が
、
振
り
返
っ
て
「
何
で
あ
ん
な
に
感
心
し
た
ん
だ
ろ

う
」
か
と
問
い
、
前
田
も
「
あ
の
こ
ろ
わ
れ
わ
れ
読
者
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
も
う
一
編
た
ぐ
り
寄
せ
」
る
必
要
性
を
説

く
。
瀬
戸
内
は
、
『
斜
賜
』
の
「
現
代
的
な
意
味
」
は
「
女
の
貞
操
関
係
」
の
激
変
を
描
い
た
こ
と
で
あ
り
、
『
斜
賜
日
記
』

と
『
斜
陽
』
は
全
く
違
う
作
品
と
し
な
が
ら
、
実
際
に
会
っ
た
太
田
の
肯
定
的
な
印
象
を
小
説
の
描
写
と
切
り
結
ぶ
。
前
田

は
、
「
恋
と
革
命
」
が
太
宰
に
と
っ
て
は
戦
前
か
ら
続
く
反
復
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
直
治
の
復
員
と
い
う
同
時
代
的
な
間

題
も
大
岡
昇
平
『
武
蔵
野
夫
人
』
と
較
べ
れ
ば
設
定
倒
れ
で
あ
る
が
、
「
虚
し
い
あ
か
る
さ
」
と
い
う
「
戦
争
中
の
―
つ
の
動

か
し
が
た
い
気
分
」
が
あ
る
こ
と
を
評
価
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
明
司
道
雄
『
太
宰
治
ー
そ
の
心
の
遍
歴
と
聖
書
』

(85.11
、
八
木
書
店
）
は

『
聖
書
』
か
ら
の
引
用
を
追
い
、
日
本
語
訳
の
曖
昧
さ
に
よ
る
誤
読
を
指
摘
し
つ
つ
、
か
ず
子
に
は
そ
の
誤
釈
こ
そ
が
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
郡
仁
次
郎
「
太
宰
解
釈
上
の
二
三
の
こ
と
」
（
『
文
学
と
教
育
』

89.12)
に
も
太
宰
の
『
聖
書
』

誤
読
の
指
摘
が
あ
る
。
大
越
俊
夫
『
こ
の
人
を
見
よ
—
太
宰
治
私
論
『
斜
賜
』
篇
』(
8
7
.
1
2

、
聖
文
社
）
は
、
太
宰
が
自
ら

を
イ
エ
ス
に
見
立
て
描
か
れ
た
小
説
と
し
て
、
『
斜
賜
』
を
解
読
し
よ
う
と
す
る
。

八
0
年
代
に
書
か
れ
た
『
斜
賜
』
研
究
史
に
は
、
荻
久
保
泰
幸
（
『
別
冊
國
文
学
太
宰
治
必
携
』

8
0
.
9
)
、
野
坂
幸
弘

（
『
国
文
学
』

8
7
.
1
)
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
総
括
す
る
な
ら
ば
、
小
説
そ
の
も
の
へ
の
眼
差
し
と
実
証
の
積
み
重
ね
が
『
斜

賜
』
を
生
ん
だ
時
代
へ
の
間
い
と
し
て
有
機
的
な
繋
が
り
を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
り
、
こ
の
十
年
間
は
、
米
た
る
九

0
年
代

の
『
斜
賜
』
論
隆
盛
を
支
え
る
揺
藍
期
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

研
究
史
一
時
代
／
実
証

•7 5
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筑
靡
書
房
）
は
、
二
度
に
わ
た
る
太
田
へ
の
取
材
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「テクスト論」 の時代




